
 

 

 

 

１．テーマ 

今子どもの為に何が出来るのか 

～非行少年らの立ち直りを夜回り先生と考える～ 

 

２．目 的 

 厚生労働省では、平成２１年度より『地域生活定着支援事業(現:地域生活定着促進事業)』を創設し、

高齢や障がいのために福祉的支援を必要とする矯正施設退所者について、福祉サービスの利用を通じて

の社会復帰の支援を推進しています。本県におきましても、平成２２年６月１日に『地域生活定着支援

センター』を大分市に設置し、地域や県内外関係機関等との支援体制の構築を進めています。 

 地域生活定着支援センターでは、これまでも多くの少年・少女に対して支援を行ってきました

が、非行や犯罪行為に至った少年達に対しては、行為そのものにばかり目が向けられ、その行為に至っ

た経緯・背景に着目される事なく、地域社会から孤立してしまっているケースが数多く存在しています。

しかし、非行・犯罪行為に至った少年達の多くはさまざまな社会的課題、個人的課題を抱えながらも懸

命に生きており、こうした少年達の権利擁護・健全育成は欠かせないものであるといえます。 

 今回、本セミナーでは、少年法適用年齢引き下げの議論がされている中で、少年達がどのよう

な特性や課題を持ち、非行・犯罪行為に至るのか。また、立ち直りを支援する現場ではどのよう

な関わりが行われているのかを知ることで、地域社会との関わりや支援のあり方について考える

ことを目的としています。 

 

３．主 催 

大分県 

社会福祉法人恩賜

財団済生会支部大分県済生会日田病院 

社会福祉法人大分県社会福祉協議会 

 

４．後 援（予定） ※順不同 

公益社団法人大分県社会福祉士会、大分県精神保健福祉士協会、大分県医療ソーシャルワーカー協会、

大分県精神科病院協会、大分県民生委員児童委員協議会、大分県児童養護施設協議会、大分県保育連合

会、大分県更生保護女性連盟、大分県保護司会連合会、大分刑務所、大分保護観察所、中津少年学院、

大分少年院、大分少年鑑別所、更生保護法人大分県更生保護協会、更生保護法人豊州保護会、特定非営

利活動法人大分県就労支援事業者機構、大分県ＢＢＳ連盟、大分県警察本部、大分県障害者相談支援事

業推進協議会、大分県教育委員会 

  

平成２９年度権利擁護・地域生活定着支援セミナー 

開 催 要 項 



５．日 時 

平成２９年１２月１６日（土）１３：００～１６：００ 

 

６．定 員 

 ３００名程度 

 

７．申込締切 

 平成２９年１２月１日（金）※定員になり次第締切 

 

８．会場およびアクセス 

 大分大学旦野原キャンパス 第２大講義室 

 〒870-1192 大分市大字旦野原７００番地（TEL:097-569-3311） 

 

※駐車場には限りがございますので、できるだけ乗り合わせ・公共交通機関でお越し下さい。 

【鉄道】 

●大分駅－JR豊肥本線（15分）－大分大学前駅－徒歩（5分）－大分大学 

 

【バス】 

●バス乗車場（大分バス） 

 「大分駅前 3・4のりば」もしくは「トキハデパート前 1のりば」 

 「大南団地・高江ニュータウン」「大分大学」行き－（30分）－「大分大学正門」もしくは「大分大学

（構内）」下車 

 「戸次」「臼杵」「竹田」「佐伯」行き－（30分）－「大分大学入口」下車 

大分大学 

大分駅方面から来学する場合は、この標識から左折 

大分大学駅前 



９．対象者 

 一般県民、学生、民生委員・児童委員、行政職員、社会福祉協議会職員、社会福祉施設・福祉関係団

体職員、医療機関・団体職員、矯正施設（刑務所、少年院等）職員、教育関係者、更生保護に携わる職

員等 

 

10．参加費 

 無料 

 

11．プログラム 

 12:30～13:00 受付 

 13:00～13:15 開会 

 13:15～14:00 行政説明・活動報告                              

        「テーマ：大分県地域生活定着促進事業について（仮題）」 

          大分県福祉保健部地域福祉推進室 

        「テーマ：大分県内社会福祉協議会が進める権利擁護体制の構築について（仮題）」 

          大分県社会福祉協議会 

        「テーマ：なでしこプランの事例について（仮題）」 

          大分県済生会日田病院 

 14:00～14:10 休憩 

 14:10～15:40 講演                                     

        「優しさと勇気の育てかた---夜回り先生、いのちの授業」 

           水谷青少年問題研究所 所長 水谷 修 氏 

＜略歴＞ 

1956年、横浜に生まれる。少年期を山形にて過ごす。上智大学文学部哲学科卒業。横浜市に

て、長く高校教員として勤務。12年間を定時制高校で過ごす。教員生活のほとんどの時期、生

徒指導を担当し、中・高校生の非行・薬物汚染・心の問題に関わり、生徒の更生と、非行防止、

薬物汚染の拡大の予防のための活動を精力的に行なっている。また、若者たちから「夜回り」

と呼ばれている深夜の繁華街のパトロールを通して、多くの若者たちとふれあい、彼らの非行

防止と更生に取り組んでいる。一方で、全国各地からのメールや電話による様々な子どもたち

からの相談に答え、子どもたちの不登校や心の病、自殺などの問題に関わっている。 

 その現場での経験をもとに、専門誌や新聞、雑誌への執筆、テレビ、ラジオなどへの出演、

日本各地での講演などを通して、子どもたちが今直面している様々な問題について訴えている。 

 現在、花園大学客員教授。2014年 4月より、毎週火曜日、テレビ朝日「ワイドスクランブル」

に、レギュラーコメンテーターとして、出演。 

 

12．参加申し込み 

 別紙参加申込書に必要事項を記入のうえ、大分県あんしんサポートセンター宛（097-551-5454）に

FAXまたは郵送にてお申し込み下さい。ただし、定員になり次第締め切らせていただきます。 



13．その他 

（１）本セミナー参加者の氏名、所属機関名等を掲載した名簿を作成し、本会でこれを管理します。 

（２）参加申込書に記載された個人情報については、本セミナーを運営する目的の範囲内（参加者名簿

の作成と講師への配布を含む）で使用し、他の目的で使用することはありません。 

（３）事前申し込みが無い場合でも当日参加は可能ですが、会場準備のため必ず事前申し込みをお願い

します。 

 

14．問い合わせ 

①大分県地域生活定着支援センター（担当：茅野） 

 〒870-0021 大分市府内町１丁目６－１１ 小財ビル ２０１ 

 TEL : 097-536-5105 FAX : 097-536-5106 

 

②大分県あんしんサポートセンター（担当：西村） 

 〒870-0907 大分市大津町２丁目１番４１号 

 TEL : 097-551-0110 FAX : 097-551-5454 

 


